
福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

2.5 汚染水処理設備等 

2.5.1 基本設計 

 

（中略） 

 

2.5.1.5 主要な機器 

2.5.1.5.1 汚染水処理設備，貯留設備（タンク等）及び関連設備（移送配管，移送ポンプ

等） 

汚染水処理設備，貯留設備（タンク等）及び関連設備（移送配管，移送ポンプ等）は，

滞留水移送装置，油分分離装置，処理装置（セシウム吸着装置，第二セシウム吸着装置，

第三セシウム吸着装置及び除染装置），淡水化装置（逆浸透膜装置，蒸発濃縮装置），中低

濃度タンク，地下貯水槽等で構成する。 

 

（中略） 

 

1号～4号機のタービン建屋等の滞留水は，滞留水移送装置によりプロセス主建屋，雑固

体廃棄物減容処理建屋（以下，「高温焼却炉建屋」という。）へ移送した後，プロセス主建

屋等の地下階を介して，必要に応じて油分を除去し，処理装置へ移送，またはプロセス主

建屋等の地下階を介さずにセシウム吸着装置・第二セシウム吸着装置へ直接移送し，主要

核種を除去した後，淡水化装置により塩分を除去する。また，各装置間には処理済水，廃

水を保管するための中低濃度タンク，地下貯水槽を設置する。 

 

 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

2.5 汚染水処理設備等 

2.5.1 基本設計 

 

（中略） 

 

2.5.1.5 主要な機器 

2.5.1.5.1 汚染水処理設備，貯留設備（タンク等）及び関連設備（移送配管，移送ポンプ

等） 

汚染水処理設備，貯留設備（タンク等）及び関連設備（移送配管，移送ポンプ等）は，滞

留水移送装置，滞留水一時貯留タンク設備，油分分離装置，処理装置（セシウム吸着装置，

第二セシウム吸着装置，第三セシウム吸着装置及び除染装置），淡水化装置（逆浸透膜装置，

蒸発濃縮装置），中低濃度タンク，地下貯水槽等で構成する。 

 

（中略） 

 

1号～4号機のタービン建屋等の滞留水は，滞留水移送装置によりプロセス主建屋，雑固

体廃棄物減容処理建屋（以下，「高温焼却炉建屋」という。），または滞留水一時貯留タンク

設備へ移送した後，プロセス主建屋等の地下階を介して，必要に応じて油分を除去し，処

理装置へ移送，滞留水一時貯留タンク設備を介して処理装置（セシウム吸着装置，第二セ

シウム吸着装置，第三セシウム吸着装置）へ移送，またはプロセス主建屋等の地下階を介

さずにセシウム吸着装置・第二セシウム吸着装置へ直接移送し，主要核種を除去した後，

淡水化装置により塩分を除去する。また，各装置間には処理済水，廃水を保管するための

中低濃度タンク，地下貯水槽を設置する。 

 

（中略） 

 

(12)滞留水一時貯留タンク設備 

 1号～4号機のタービン建屋等に発生する滞留水を一時貯留すること，ならびに滞留水一

時貯留タンク設備より処理装置（セシウム吸着装置，第二セシウム吸着装置，第三セシウ

ム吸着装置）へ移送し，滞留水を処理することを目的として設置する。滞留水一時貯留タ

ンク設備は，滞留水移送装置により移送された 1 号～4 号機のタービン建屋等の滞留水を

一時貯留する滞留水一時貯留タンク，滞留水一時貯留タンクから滞留水を処理装置へ移送

する滞留水供給ポンプ，滞留水一時貯留タンクに蓄積したスラッジ等をプロセス主建屋地

下へ移送するスラッジ排出ポンプおよび配管等により構成する。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う記載の追

加 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う記載の追

加 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う記載の追

加 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

2.5.2 基本仕様 

2.5.2.1 主要仕様 

2.5.2.1.1 汚染水処理設備，貯留設備（タンク等）及び関連設備（移送配管，移送ポンプ

等） 

 

（中略） 

 

 

(50)セシウム吸着装置 

系 列 数        4 系列（Cs 吸着運転） 

            2 系列（Cs/Sr 同時吸着運転） 

処 理 量（定格）    1,200 m3/日 （4 系列：Cs 吸着運転） 

             600 m3/日 （2 系列：Cs/Sr 同時吸着運転） 

 

 

除染係数（設計目標値） ・Cs 吸着運転 

放射性セシウム : 103～105 程度  

            ・Cs/Sr 同時吸着運転 

                         放射性セシウム: 103～105 程度 

             放射性ストロンチウム : 10～103 程度 

 

(51)第二セシウム吸着装置 

系 列 数 2 

処 理 量 1,200 m3/日 

 

 

除染係数（設計目標値）   104～106程度 

 

(52)第三セシウム吸着装置 

系 列 数                 1 

処 理 量                  600 m3/日 

 

 

除染係数（設計目標値）    103～105程度 

 

（中略） 

 

2.5.2 基本仕様 

2.5.2.1 主要仕様 

2.5.2.1.1 汚染水処理設備，貯留設備（タンク等）及び関連設備（移送配管，移送ポンプ

等） 

 

（中略） 

 

 

(50)セシウム吸着装置 

系 列 数        4 系列（Cs 吸着運転） 

            2 系列（Cs/Sr 同時吸着運転） 

処 理 量（定格）    1,200 m3/日 （4 系列：Cs 吸着運転） 

             600 m3/日 （2 系列：Cs/Sr 同時吸着運転） 

（滞留水一時貯留タンク設備を介しての処理においては，

480 m3/日） 

除染係数（設計目標値） ・Cs 吸着運転 

放射性セシウム : 103～105 程度  

            ・Cs/Sr 同時吸着運転 

                         放射性セシウム: 103～105 程度 

             放射性ストロンチウム : 10～103 程度 

 

(51)第二セシウム吸着装置 

系 列 数 2 

処 理 量 1,200 m3/日 

（滞留水一時貯留タンク設備を介しての処理においては，

720 m3/日） 

除染係数（設計目標値）   104～106程度 

 

(52)第三セシウム吸着装置 

系 列 数                 1 

処 理 量                  600 m3/日 

（滞留水一時貯留タンク設備を介しての処理においては，

480 m3/日） 

除染係数（設計目標値）    103～105程度 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴い処理装置

の処理量に関する記載追

加 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴い処理装置

の処理量に関する記載追

加 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴い処理装置

の処理量に関する記載追

加 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

(96) 滞留水受入槽 

基  数   2基 

容  量   15 m3／基 

材  料   SM400B（内面ゴムライニング） 

厚  さ   胴板 12.0mm 

 

(97) 滞留水一時貯留槽 

基  数   2基 

容  量   24 m3／基 

材  料   SM400B（内面ゴムライニング） 

厚  さ   胴板 12.0mm 

 

(98) 滞留水供給ポンプ（完成品） 

台  数   2 

容  量   30m3/h（1台あたり） 

揚  程   118m 

 

(99) スラッジ排出ポンプ（完成品） 

台  数   2 

容  量   15m3/h（1台あたり） 

揚  程   30m 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う仕様の追

加 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（３／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（４／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（５／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（６／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（７／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（８／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（９／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１０／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１１／２７） 

 

（中略） 

 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（３／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（４／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（５／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（６／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（７／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（８／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（９／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１０／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１１／３１） 

 

（中略） 

 

 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１２／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１３／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１４／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１５／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１６／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１７／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１８／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１９／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２０／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２１／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１２／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１３／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１４／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１５／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１６／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１７／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１８／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１９／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２０／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２１／３１） 

 

（中略） 

 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２２／２７） 

名 称 仕 様 

プロセス主建屋切替弁スキッド入

口からプロセス主建屋切替弁スキ

ッド出口まで 

（鋼管） 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

150A/Sch80, 100A/Sch80, 

50A/Sch80 

STPG370 

1.0 MPa 
40 ℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

150A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40 ℃ 

プロセス主建屋切替弁スキッド出

口からプロセス主建屋まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 
40 ℃ 

プロセス主建屋切替弁スキッド出

口から第三セシウム吸着装置入口

まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40 ℃ 

 

 

 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２２／３１） 

名 称 仕 様 

プロセス主建屋切替弁スキッド入

口からプロセス主建屋切替弁スキ

ッド出口まで 

（鋼管） 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

150A/Sch80, 100A/Sch80, 

50A/Sch80 

STPG370 

1.0 MPa 
40 ℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

150A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40 ℃ 

プロセス主建屋切替弁スキッド出

口からプロセス主建屋まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 
40 ℃ 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う配管仕様

の削除 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２３／２７） 

名 称 仕 様 

第三セシウム吸着装置入口から第

三セシウム吸着装置出口まで 

（鋼管） 

 

 

 

 

 

（ポリエチレン管） 

 

 

 

（耐圧ホース） 

呼び径／厚さ 

 

 

材質 

 

 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch40, 80A/Sch40, 

65A/Sch40, 50A/Sch40, 

40A/Sch40 

SUS316L 

ASME SA790 S32205 

ASME SA790 S32750 

1.37 MPa 

40 ℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.37 MPa 

40 ℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

65A相当 

合成ゴム(NBR，EPDM) 

1.37 MPa 

40 ℃ 

第三セシウム吸着装置出口からＳ

ＰＴ（Ｂ）まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40 ℃ 

プロセス主建屋１階西側分岐から

プロセス主建屋切替弁スキッドま

で 

（鋼管） 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch80 

STPG370 

1.37MPa 

66℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40℃ 

 

 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２３／３１） 

名 称 仕 様 

第三セシウム吸着装置入口から第

三セシウム吸着装置出口まで 

（鋼管） 

 

 

 

 

 

（ポリエチレン管） 

 

 

 

（耐圧ホース） 

呼び径／厚さ 

 

 

材質 

 

 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch40, 80A/Sch40, 

65A/Sch40, 50A/Sch40, 

40A/Sch40 

SUS316L 

ASME SA790 S32205 

ASME SA790 S32750 

1.37 MPa 

40 ℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.37 MPa 

40 ℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

65A相当 

合成ゴム(NBR，EPDM) 

1.37 MPa 

40 ℃ 

第三セシウム吸着装置出口からＳ

ＰＴ（Ｂ）まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40 ℃ 

プロセス主建屋切替弁スキッド移

送配管部からプロセス主建屋切替

弁スキッドまで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40℃ 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う配管仕様

の削除および名称の変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２４／２７） 

名 称 仕 様 

高温焼却炉建屋切替弁スキッドか

らＳＰＴ建屋１階中央南側分岐ま

で 

（鋼管） 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

100A/Sch80 

STPG370 

1.37MPa 
66℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40℃ 

ＳＰＴ建屋１階中央南側分岐から

プロセス主建屋切替弁スキッドま

で 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40℃ 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２５／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２６／２７） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２７／２７） 

 

（中略） 

 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２４／３１） 

名 称 仕 様 

高温焼却炉建屋切替弁スキッドか

らＳＰＴ建屋１階中央南側分岐ま

で 

（鋼管） 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

100A/Sch80 

STPG370 

1.37MPa 
66℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40℃ 

ＳＰＴ建屋１階中央南側分岐から

サイトバンカ建屋１階西側分岐部

まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40℃ 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２５／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２６／３１） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２７／３１） 

 

（中略） 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う配管仕様

の名称変更 

 

 

 

 

記載の適正化 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２８／３１） 

名称 仕様 

プロセス主建屋切替弁スキッド

出口から入口ヘッダスキッド入

口まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 

40℃ 

入口ヘッダスキッド入口から 

入口ヘッダスキッド出口まで 

（鋼管） 

 

 

 

 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch.40，150A/ Sch.40 

STPG370 

1.0MPa 

40℃ 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch.40 

STPG370 

1.37MPa 

40℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 

40℃ 

入口ヘッダスキッド出口から 

滞留水受入槽まで 

（鋼管） 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch.40 

STPG370 

1.0MPa 

40℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 

40℃ 

滞留水受入槽から 

滞留水一時貯留槽まで 

（耐圧ホース） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

200A相当 

EPDM合成ゴム 

静水頭 

40℃ 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う配管仕様

の追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２９／３１） 

名称 仕様 

滞留水一時貯留槽から 

滞留水供給ポンプ入口まで 

（鋼管） 

 

 

 

 

 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch.40 

STPG370 

静水頭 

40℃ 

呼び径／厚さ 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch.40，125A/Sch.40，

150A/ Sch.40 

STPG370 

1.37MPa 

40℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

静水頭，1.37MPa 

40℃ 

滞留水供給ポンプ出口から 

滞留水供給ポンプスキッド出口

まで 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

80A/Sch.40，100A/Sch.40， 

150A/ Sch.40 

STPG370 

1.37MPa 

40℃ 

滞留水供給ポンプスキッド出口

から 

入口ヘッダスキッド入口まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.37MPa 

40℃ 

滞留水供給ポンプスキッド出口

から滞留水一時貯留槽まで 

（鋼管） 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

80A/Sch.40 

STPG370 

1.37MPa 

40℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

25A相当，50A相当，80A相当 

ポリエチレン 

1.37MPa 

40℃ 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う配管仕様

の追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（３０／３１） 

名称 仕様 

入口ヘッダスキッド出口から 

第三セシウム吸着装置入口まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.37MPa 

40℃ 

プロセス主建屋切替弁スキッド

近傍配管分岐からプロセス主建

屋１階北側分岐部まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.37MPa，1.0MPa 

40℃ 

第三セシウム吸着装置入口分岐

部から第三セシウム吸着装置ブ

ースターポンプ出口分岐部まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.37MPa 

40℃ 

入口ヘッダスキッド出口からサ

イトバンカ建屋１階西側分岐部

まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.37MPa 

40℃ 

プロセス主建屋１階西側移送配

管分岐部からプロセス主建屋切

替弁スキッド移送配管部まで 

（鋼管） 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch.80 

STPG370 

1.37MPa 

66℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 

40℃ 

第二セシウム吸着装置入口分岐

部から第二セシウム吸着装置ブ

ースターポンプ出口分岐部まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

80A相当 

ポリエチレン 

1.37MPa 

40℃ 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う配管仕様

の追加 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（３１／３１） 

名称 仕様 

滞留水受入槽から 

スラッジ排出ポンプ入口まで 

（鋼管） 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

50A/Sch.40 

STPG370 

静水頭，1.0MPa 

40℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

50A相当 

ポリエチレン 

静水頭，1.0MPa 

40℃ 

スラッジ排出ポンプ出口から 

プロセス主建屋地下まで 

（鋼管） 

 

（ポリエチレン管） 

 

 

 

（耐圧ホース） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

40A/Sch.40，50A/Sch.40 

STPG370 

1.0MPa 

40℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

50A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 

40℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

50A相当 

ポリ塩化ビニル 

大気圧 

40℃ 

 

（中略） 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う配管仕様

の追加 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

2.5.3 添付資料 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

2.5.3 添付資料 

 

（中略） 

 

添付資料－３２ 滞留水一時貯留タンク設備について 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う設計内容

を記載する添付資料の追

加 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

添付資料－１ 

表１ 設備の構成 

 

 

 

 
 

 
(a) 系統概要 

図－１ 汚染水処理設備等の全体概要図（１／２） 

 

汚染水処理設備等 
汚染水処理設備 貯留設備 関連設備 使用済セシウム吸着塔保管施設 廃スラッジ貯蔵施設 

処理装置 
 ・セシウム吸着装置 
 ・第二セシウム吸着装置 
・第三セシウム吸着装置 

 ・除染装置 
 
淡水化装置 
 ・逆浸透膜装置 
 ・蒸発濃縮装置 

中低濃度タンク 
 ・サプレッション・プール水サージタンク 
 ・廃液 RO供給タンク 
 ・RO後濃縮塩水受タンク 
 ・濃縮廃液貯槽 
 ・RO後淡水受タンク 
 ・多核種処理水タンク 
 ・Ｓｒ処理水タンク 
 
地下貯水槽 
 
ろ過水タンク 

油分分離装置 
 
モバイル式処理設備 
 
電源設備 
 
滞留水移送装置 
・移送ポンプ 
・移送配管 

使用済セシウム吸着塔仮保管施設 
使用済セシウム吸着塔一時保管施設 

造粒固化体貯槽(D) 
廃スラッジ一時保管施設 

 

 

添付資料－１ 

表１ 設備の構成 

 

 

 

処理装置
－セシウム吸着装置
－第二セシウム吸着装置
－第三セシウム吸着装置

原子炉建屋

淡水化装置
－逆浸透膜装置(RO)

油分分離装置

プロセス主建屋
高温焼却炉建屋

Ｐ

ＰＰ

－廃スラッジ貯蔵施設
－使用済セシウム吸着塔
保管施設

滞留水移送

油分分離装置

Ｐ

油分分離装置

ＰＰ

貯留設備
（処理水貯蔵タンク）

淡水 濃縮

塩水

濃縮

廃液

Ｐ

淡水化装置
－蒸発濃縮装置

Ｐ

処理装置
－除染装置

ﾀｰﾋﾞﾝ建屋

ＰＰ Ｐ

廃棄物処理建屋

滞留水一時貯留
タンク設備

 
 
 

(a) 系統概要 

図－１ 汚染水処理設備等の全体概要図（１／２） 

 

汚染水処理設備等 
汚染水処理設備 貯留設備 関連設備 使用済セシウム吸着塔保管施設 廃スラッジ貯蔵施設 

処理装置 
 ・セシウム吸着装置 
 ・第二セシウム吸着装置 
・第三セシウム吸着装置 

 ・除染装置 
 
淡水化装置 
 ・逆浸透膜装置 
 ・蒸発濃縮装置 

中低濃度タンク 
 ・サプレッション・プール水サージタンク 
 ・廃液 RO供給タンク 
 ・RO後濃縮塩水受タンク 
 ・濃縮廃液貯槽 
 ・RO後淡水受タンク 
 ・多核種処理水タンク 
 ・Ｓｒ処理水タンク 
 
地下貯水槽 
 
ろ過水タンク 

油分分離装置 
 
モバイル式処理設備 
 
電源設備 
 
滞留水移送装置 
・移送ポンプ 
・移送配管 
 
滞留水一時貯留タンク設備 

使用済セシウム吸着塔仮保管施設 
使用済セシウム吸着塔一時保管施設 

造粒固化体貯槽(D) 
廃スラッジ一時保管施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う追加 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う図の変更 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

※

※

※

中低濃度タンク

(35),(39),(45),

(46),(43),(61)

及び

地下貯水槽

※ 各中低濃度タンク（RO後濃縮塩水受タンク）まで

中低濃度タンク

(39), (46)

中低濃度タンク

(46),(60）

（34）廃止（ＲＯ処理水一時貯槽）
（38）廃止（ＲＯ濃縮水貯槽（完成品））

多核種除去設備

使用済セシウム吸着塔
一時保管施設

シールド中央制御室
（シールド中操）

使用済セシウム吸着塔
仮保管施設

第二セシウム吸着装置

セシウム吸着装置(1F)

造粒固化体貯槽(D)

(地下)

油分分離装置(4F) 除染装置(1F)

廃スラッジ
一時保管施設

ろ過水タンク

モバイル式処理装置(車載)

主な移送配管

淡水化装置(2F)

中低濃度タンク(46)

中低濃度タンク(46)

中低濃度タンク(46)

第三セシウム吸着装置(2F)

淡水化装置

使用済セシウム吸着塔

一時保管施設

中低濃度タンク(46)

中低濃度タンク
(39),(46)

 
 

 

(b) 配置概要 

図－１ 汚染水処理設備等の全体概要図（２／２） 

 

（中略） 

 

※

※

※

中低濃度タンク

(35),(39),(45),

(46),(43),(61)

及び

地下貯水槽

※ 各中低濃度タンク（RO後濃縮塩水受タンク）まで

中低濃度タンク

(39), (46)

中低濃度タンク

(46),(60）

（34）廃止（ＲＯ処理水一時貯槽）
（38）廃止（ＲＯ濃縮水貯槽（完成品））

多核種除去設備

使用済セシウム吸着塔
一時保管施設

シールド中央制御室
（シールド中操）

使用済セシウム吸着塔
仮保管施設

第二セシウム吸着装置

セシウム吸着装置(1F)

造粒固化体貯槽(D)

(地下)

油分分離装置(4F)

除染装置(1F)

廃スラッジ
一時保管施設

ろ過水タンク

モバイル式処理装置(車載)

主な移送配管

淡水化装置(2F)

中低濃度タンク(46)

中低濃度タンク(46)

中低濃度タンク(46)

第三セシウム吸着装置(2F)

淡水化装

置 使用済セシウム吸着塔
一時保管施設

中低濃度タンク(46)

中低濃度タンク
(39),(46)

滞留水一時貯留

タンク設備

 
 

 

(b) 配置概要 

図－１ 汚染水処理設備等の全体概要図（２／２） 

 
（中略） 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う図の変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 

16 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

SPT(B)

 
 

図－３ 処理装置（セシウム吸着装置，第二セシウム吸着装置，第三セシウム吸着装置，除染装置）

の系統構成図 

 

（中略） 

 

 

 

油分分離装置

Ｐ プロセス主建屋
滞留水移送ポンプ

高濃度滞留水受タンク
移送ポンプ

Ｐ

Ｐ

油分分離装置
処理水タンク

油分分離装置
処理水移送ポンプ

造粒固化体
貯槽（D）

除染装置

廃スラッジ一時保管施設へ

※１

プロセス主建屋

ﾀｰﾋﾞﾝ建屋より

※１

滞留水一時
貯留タンク

Ｐ

滞留水供給
ポンプ

第三セシウム
吸着装置

サイトバンカ建屋

Ｐ

第三ｾｼｳﾑ吸着装置
ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

除染装置処理水タンク

①焼却工作建屋へ

SPT(B)へ

※２

※２

※３

※３ ③高温焼却炉建屋へ

②焼却工作建屋へ

 
 

 

 

 
 

図－３ 処理装置（セシウム吸着装置，第二セシウム吸着装置，第三セシウム吸着装置，除染装置）

の系統構成図（１／２） 

 

 

Ｐ

セシウム
吸着装置

セシウム吸着処理水タンク

焼却工作建屋

第二セシウム
吸着装置

高温焼却炉建屋

ｾｼｳﾑ吸着処理水
移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

高温焼却炉建屋
滞留水移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

ﾀｰﾋﾞﾝ建屋より

Ｐ

ｾｼｳﾑ吸着装置
ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

Ｐ

SPT(B)

第三セシウム
吸着装置より

SPT(A)

①サイトバンカ建屋より ②サイトバンカ建屋より

③サイトバンカ建屋より

 
 
図－３ 処理装置（セシウム吸着装置，第二セシウム吸着装置，第三セシウム吸着装置，除染装置）

の系統構成図（２／２） 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う図の変更，

図の分割 

 

16



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 

17 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 

ブースターポンプ

入口
出口

ろ過フィルター 吸着塔 メディアフィルター

ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

第二ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

高温焼却炉建屋
地下より

高温焼却炉建屋
より

 
 

図－５ 第二セシウム吸着装置の系統構成図 

 

（以下，省略） 

 

 

ブースターポンプ

入口
出口

ろ過フィルター 吸着塔 メディアフィルター

ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

第二ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

高温焼却炉建屋
地下より

高温焼却炉建屋
より

 
 

図－５ 第二セシウム吸着装置の系統構成図 

 

（以下，省略） 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う図の変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 

18 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－１８ 

 

セシウム吸着装置により高温焼却炉建屋の滞留水を浄化するために使用する配管について 

（中略） 

 

２．基本設計 

２．１ 設置の目的 

（中略） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 処理装置（セシウム吸着装置，第二セシウム吸着装置，第三セシウム吸着装置，

除染装置）の系統構成図に対する移送配管の設置範囲 

 

（以下，省略） 

添付資料－１８ 

 

セシウム吸着装置により高温焼却炉建屋の滞留水を浄化するために使用する配管について 

（中略） 

 

２．基本設計 

２．１ 設置の目的 

（中略） 

 

油分分離装置

Ｐ プロセス主建屋
滞留水移送ポンプ

高濃度滞留水受タンク
移送ポンプ

Ｐ

Ｐ

油分分離装置
処理水タンク

油分分離装置
処理水移送ポンプ

造粒固化体
貯槽（D）

除染装置

廃スラッジ一時保管施設へ

※１

プロセス主建屋

ﾀｰﾋﾞﾝ建屋より

※１

滞留水一時
貯留タンク

Ｐ

滞留水供給
ポンプ

第三セシウム
吸着装置

サイトバンカ建屋

Ｐ

第三ｾｼｳﾑ吸着装置
ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

除染装置処理水タンク

①焼却工作建屋へ

SPT(B)へ

※２

※２

※３

※３ ③高温焼却炉建屋へ

②焼却工作建屋へ

 
 

Ｐ

セシウム
吸着装置

セシウム吸着処理水タンク

焼却工作建屋

第二セシウム
吸着装置

高温焼却炉建屋

ｾｼｳﾑ吸着処理水
移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

高温焼却炉建屋
滞留水移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

ﾀｰﾋﾞﾝ建屋より

Ｐ

ｾｼｳﾑ吸着装置
ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

Ｐ

SPT(B)

第三セシウム
吸着装置より

SPT(A)

①サイトバンカ建屋より ②サイトバンカ建屋より

③サイトバンカ建屋より

 
 

図－１ 処理装置（セシウム吸着装置，第二セシウム吸着装置，第三セシウム吸着装置，

除染装置）の系統構成図に対する移送配管の設置範囲 

 

（以下，省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う図の変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－２２ 

 

プロセス主建屋，高温焼却炉建屋の地下階を介さずに滞留水を処理装置へ移送する設備に

ついて 

 

（中略） 

 

別紙２ 

 

直送設備の範囲 

（中略） 

 

 

Ｐ

Ｐ

油分分離装置

除染装置

造粒固化体
貯槽（D）

プロセス主建屋

プロセス主建屋
滞留水移送ポンプ

油分分離装置
処理水タンク

油分分離装置
処理水移送ポンプ

高濃度滞留水
受けタンク

高濃度滞留水受タンク
移送ポンプ

Ｐ

SPT(A)

セシウム
吸着装置

セシウム吸着処理水タンク

焼却工作建屋

第二セシウム
吸着装置

第三セシウム
吸着装置

高温焼却炉建屋

除染装置処理水タンク

サイトバンカ建屋

ｾｼｳﾑ吸着処理水
移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

高温焼却炉建屋
滞留水移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

Ｐ

Ｐ

ﾀｰﾋﾞﾝ建屋より

廃スラッジ一時保管施設へ

Ｐ

ｾｼｳﾑ吸着装置
ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

Ｐ

高濃度滞留水
受けタンク

SPT廃液抜出ポンプ

高濃度滞留水
受けタンク

蒸発濃縮
処理水貯槽

RO濃縮水
貯槽

廃液RO
供給タンク

淡水化装置
（RO）

処理水
バッファ
タンク原子炉へ

RO処理水
貯槽CST原子炉へ

Ｐ Ｐ淡水化装置
（建屋内RO）

淡水化処理水
受タンク

4号機タービン建屋

淡水化装置
（蒸発濃縮）

SPT(B)

SPT廃液移送ポンプ

Ｐ

第三ｾｼｳﾑ
吸着装置ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

ﾀｰﾋﾞﾝ建屋より

※１

※１

直送設備

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 直送設備の範囲図（処理装置の系統構成図） 

 

添付資料－２２ 

 

プロセス主建屋，高温焼却炉建屋の地下階を介さずに滞留水を処理装置へ移送する設備に

ついて 

 

（中略） 

 

別紙２ 

 

直送設備の範囲 

（中略） 

 

油分分離装置

Ｐ プロセス主建屋
滞留水移送ポンプ

高濃度滞留水受タンク
移送ポンプ

Ｐ

Ｐ

油分分離装置
処理水タンク

油分分離装置
処理水移送ポンプ

造粒固化体
貯槽（D）

除染装置

廃スラッジ一時保管施設へ

※１

プロセス主建屋

ﾀｰﾋﾞﾝ建屋より

※１

滞留水一時
貯留タンク

Ｐ

滞留水供給
ポンプ

第三セシウム
吸着装置

サイトバンカ建屋

Ｐ

第三ｾｼｳﾑ吸着装置
ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

除染装置処理水タンク

①焼却工作建屋へ

SPT(B)へ

※２

※２

※３

※３ ③高温焼却炉建屋へ

②焼却工作建屋へ

 
 

Ｐ

セシウム
吸着装置

セシウム吸着処理水タンク

焼却工作建屋

第二セシウム
吸着装置

高温焼却炉建屋

ｾｼｳﾑ吸着処理水
移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

高温焼却炉建屋
滞留水移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

ﾀｰﾋﾞﾝ建屋より

Ｐ

ｾｼｳﾑ吸着装置
ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

Ｐ

SPT(B)

第三セシウム
吸着装置より

SPT(A)

①サイトバンカ建屋より ②サイトバンカ建屋より

③サイトバンカ建屋より

直送設備

 
 

 

図－２ 直送設備の範囲図（処理装置の系統構成図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う図の変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 

ブースターポンプ

入口
出口

ろ過フィルター 吸着塔 メディアフィルター

ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

第二ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

高温焼却炉建屋
地下より

高温焼却炉建屋
より

直送設備

 
 

図－３ 直送設備の範囲図（第二セシウム吸着装置の系統構成図） 

 

ブースターポンプ

入口
出口

ろ過フィルター 吸着塔 メディアフィルター

ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

第二ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

高温焼却炉建屋
地下より

高温焼却炉建屋
より

直送設備

 
 

 

図－３ 直送設備の範囲図（第二セシウム吸着装置の系統構成図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う図の変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－３０ 

 

第三セシウム吸着装置について 

 

（中略） 

 

別紙（１） 

第三セシウム吸着装置の構造強度に関する計算書 

 

（中略） 

 

3.主配管 

 

（中略） 

 

 
 

 

図－１ 配管概略図（１／５） 

 

（中略） 

添付資料－３０ 

 

第三セシウム吸着装置について 

 

（中略） 

 

別紙（１） 

第三セシウム吸着装置の構造強度に関する計算書 

 

（中略） 

 

3.主配管 

 

（中略） 

 

 
 

図－１ 配管概略図（１／５） 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う記載の変

更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 

22 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 
 

図－１ 配管概略図（３／５） 

 

（中略） 

 

 
 

 

図－１ 配管概略図（５／５） 

 

（以下，省略） 

 
 

図－１ 配管概略図（３／５） 

 

（中略） 

油分分離装置

処理水移送ポンプより
セシウム吸着装置へ

プロセス主建屋地下へ
セシウム吸着装置

ブースターポンプより

プロセス主建屋

切替弁スキッドへ

PE

⑨
⑨

 
 

図－１ 配管概略図（５／５） 
 

（以下，省略） 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う記載の変

更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備の設置に伴う記載の変

更 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 添付資料－３２ 

 

滞留水一時貯留タンク設備について 

 

（新規記載） 

 

（以下，省略） 

 

 

滞留水一時貯留タンク設

備設置に伴う新規記載 

 

23



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 第３編 2.2.2 敷地内各施設からの直接線ならびにスカイシャイン線による実効線量） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

2.2.2 敷地内各施設からの直接線ならびにスカイシャイン線による実効線量 

 

（中略） 

 

2.2.2.2 各施設における線量評価 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

2.2.2 敷地内各施設からの直接線ならびにスカイシャイン線による実効線量 

 

（中略） 

 

2.2.2.2 各施設における線量評価 

 

（中略） 

 

2.2.2.2.20 滞留水一時貯留タンク設備 

 滞留水一時貯留タンク設備については，分析結果を基に核種は Cs-134 ，Cs-137 及び

Sr-90，下記の放射能濃度が内包しているとし，制動エックス線を考慮したガンマ線線源強

度を核種生成減衰計算コード ORIGEN により求め，3 次元モンテカルロ計算コード MCNP に

より敷地境界における実効線量を評価した。 

 

放 射 能 濃 度 ：  Cs-134：6.6E+06 Bq/L 

Cs-137：1.3E+08 Bq/L 

Sr-90：3.0E+07 Bq/L 

遮 蔽 ： 鉛 20mm 

評価地点までの距離 ： 約 1350m 

線 源 の 標 高 ： T.P.約 24m 

評 価 結 果 ： 約 0.0001mSv/年未満  

※影響が小さいため線量評価上無視する 

 

（中略） 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅲ章 第３編 2.2.2 敷地内各施設からの直接線ならびにスカイシャイン線による実効線量） 

2 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

2.2.2.3 敷地境界における線量評価結果 

 

（中略） 

 

 
図２．２．２－２ 敷地境界線上の最大実効線量評価地点 

 

（以下、省略） 

 

 

 

2.2.2.3 敷地境界における線量評価結果 

 

（中略） 

 

 
図２．２．２－２ 敷地境界線上の最大実効線量評価地点 

 

（以下、省略） 
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